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https://www.nact.jp/

外観（正面）

ホワイエ

THE NATIONAL ART CENTER, TOKYO

コレクションを持たない国立新美術館は、美術のみならず、ファッショ
ン、デザイン、建築、マンガ、アニメ―ションなど、幅広い世代に訴えかけ
る多様な展覧会を開催しています。思いがけない作品との出会いを
五感で受け止め楽しんでいただけるよう、ダイナミックなギャラリー空間や
パブリックスペースを活かした展示を心がけています。

令和5年度は、親子や10代を対象とした教育プログラムや公募団
体展も含め、年間総計227万人の方にご来館いただきました。当館は
人々がさまざまな芸術に親しみ、共生や多様性を模索し推進する活
動を継続いたします。

● 略年表
平成 7 年（1995） 文化庁が「新しい美術展示施設（ナショナル・ギャラ

リー）に関する調査研究会」を設置し、基本構想につい
ての検討を開始

平成11年（1999）文化庁が「新国立美術展展示施設（ナショナル・ギャラ
リー）（仮称）設立準備委員会」を設置

平成15年（2003）全国公募により、正式名称を「国立新美術館」に決定
平成19年（2007）1月　開館　開館記念展他開催　4月　公募展開始
平成29年（2017）開館10周年を記念する展覧会等を開催
令和 4 年（2022）「国立新美術館開館15周年記念　李禹煥」開催

国立新美術館は、芸術を介した相互理解と共生の視点に立った新しい
文化の創造に寄与することを使命に、2007年、独立行政法人国立美術館
に属する5番目の施設として開館しました。以来、コレクションを持たない代
わりに、人々がさまざまな芸術表現を体験し、学び、多様な価値観を認め合
うことができるアートセンターとして活動しています。具体的には、国内最大
級の展示スペース（14,000㎡）を生かした多彩な展覧会の開催や、美術に
関する情報や資料の収集・公開・提供、さまざまな教育普及プログラムの
実施に取り組んでいます。

建物の設計は黒川紀章によるものです。

国立新美術館長

逢󠄀坂　惠理子

Ⓒ HARUNOBUMURATA 2025 SS COLLECTION2024.08.27　
1階ロビーで行われた
ファッションショー
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国立アートリサーチセンター設立記念シンポジウム
「ナショナル・アートミュージアムのいま」

アジア・欧米・日本の国立美術館の館長や文化政策担当官
らが激動する社会における美術館の新たな役割や課題を
議論しました。 （2023年11月26日）

アーティストの国際発信支援プログラム
国際展に出典する日本のアーティストの発信強化のため、国際展におけ
るアーティストの活動を支援しました。令和5 年度はプレ事業として実施。

（令和5 年度に支援した国際展展示風景）

https://ncar.artmuseums.go.jp/

日本のアートに関する総合サイト
「アートプラットフォームジャパン」

日本のアートに関するリサーチ・センター機能のオンラインで
の確立を目指し、文化庁より継承したアートプラットフォーム
事業サイトを発展させ、総合的リサーチポータル「アートプラッ
トフォームジャパン」を構築しました。 

NATIONAL CENTER FOR ART RESEARCH

世界がグローバルに繋がるなか、私たちは多様な価値観が共存す
る時代を迎えています。美術館の役割も従来の芸術的価値の保存 ·
展示 · 普及などに留まらず、多様性、包摂性、持続可能性、ウェルビー
イングなどを視野に入れた社会的価値を築く場へと拡大しています。こ
うした時代に応答すべく、国立アートリサーチセンター (NCAR) が設
立されました。「アートをつなげる、深める、拡げる」をミッションに掲げ、アー
トを社会に広く浸透させると同時に、日本のアートを国内外に発信し、
専門性を深めるプラットフォームとして多角的に活動しています。

令和5年3月28日に設立された国立アートリサーチセンター（NCAR）は、
国内外の美術館、研究機関をはじめ社会のさまざまな人 を々つなぐ新たな
拠点として、専門領域の調査研究（リサーチ）に留まらず、広く社会と連携し
ながら、情報収集と国内外への発信、コレクションの活用促進、人的ネット
ワークの構築、ラーニングの拡充、アーティストの支援などに取り組み、日本
の美術館活動全体の充実を目指します。

● 略年表
令和 3 年（2021）「アート・コミュニケーションセンター」 （仮称）設置準備室

開設
令和 4 年（2022）「国立アートリサーチセンター」 （仮称）設置準備室 に

改称
令和 5 年（2023） 国立アートリサーチセンター設立

撮影：伊藤彰紀

国立アートリサーチセンター長

片岡　真実
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資
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国立美術館合計

東京国立近代美術館

国立工芸館

京都国立近代美術館

国立映画アーカイブ

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立新美術館

令和4年度
2022

令和5年度
2023

令和3年度
2021

令和2年度
2020

令和元年度
2019

1．国立美術館入館者数 （過去5年間）

2．展覧会等の開催

■過去5年間の国立美術館入館者数の推移

※　各館が主催した所蔵作品展・企画展、NFAJの上映会・展覧会の入館者数の合計。
※　国立西洋美術館は R2.10.19 〜 R4.4.8の期間休館のため R3 年度実績なし。

※　国立西洋美術館は R2.10.19 〜 R4.4.8の期間
休館のため R3 年度実績なし。

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

東京国立近代美術館 487,501 184,815 355,023 552,805 808,638

国立工芸館 94,509 43,654 40,217 66,300 152,923

京都国立近代美術館 409,302 98,576 188,006 282,073 154,637

国立映画アーカイブ 92,365 59,218 76,058 98,393 93,538

国立西洋美術館 1,485,279 411,136 — 939,047 994,810

国立国際美術館 375,067 343,152 93,486 171,033 287,976

国立新美術館 756,419 193,053 475,764 614,502 1,195,714

国立美術館合計 3,700,442 1,333,604 1,228,554 2,724,153 3,688,236

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

利用団体数 81団体 34 団体 81団体 80 団体 82 団体

入館者数 1,090,575 189,008 485,413 878,858 1,082,300

◎ 公募団体等への展覧会会場の提供 （国立新美術館）

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

開催日数 1,507 1,019 1,081 1,265 1,389

開催回数 29 18 23 24 27

入館者数 2,477,730 903,895 865,270 1,675,700 2,521,674

◎ 企画展の開催

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

開催日数 1,155 781 754 1,127 1,069

展示替回数 24 17 15 19 16

入館者数 1,130,347 370,491 287,226 950,060 1,073,024

◎ 所蔵作品展の開催

コレクションを活用した所蔵作品展では、所蔵作品を様々な角度から鑑賞・理解してもらうため、各館において特定のテーマや開催中の企画展に沿った小企画展、テーマ展等をあわ
せて開催しています。
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令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

開催日数 246 243 248 288 291

開催回数 12 10 13 11 12

入館者数 76,592 49,089 58,432 78,091 71,266

◎ 上映会の開催 （国立映画アーカイブ）

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

開催日数 235 196 217 255 254

開催回数 3 3 3 3 3

入館者数 15,773 10,129 17,626 20,302 22,272

◎ 展覧会の開催 （国立映画アーカイブ）

3．美術作品及び映画フィルムの収集数 （過去5年間）

区　　分 令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

美術作品 （点）
新規収蔵数 353 536 299 401 538

作品点数計 44,371 44,873 45,172 45,573 46,111

フィルム （本）
新規収蔵数 2,274 635 2,167 496 843

作品本数計 83,109 83,744 85,911 86,407 87,250

◎ 美術作品
4．所蔵作品の貸与数 （過去5年間）

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

件 点 件 点 件 点 件 点 件 点

東京国立近代美術館 56 239 42 141 56 275 75 339 77 306

国立工芸館 10 48 6 27 13 54 12 102 13 158

京都国立近代美術館 57 549 34 221 50 548 58 949 54 1,063

国立西洋美術館 16 61 9 37 6 379 14 61 9 100

国立国際美術館 12 63 15 199 13 137 14 66 18 55

合計 151 960 106 625 138 1,493 173 1,517 171 1,682

◎ 映画フィルム

◎ 映画関連資料

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

件 点 件 点 件 点 件 点 件 点

国立映画アーカイブ 85 173 42 73 61 155 81 166 73 132

令和元年度
2019

令和2年度
2020

令和3年度
2021

令和4年度
2022

令和5年度
2023

件 点 件 点 件 点 件 点 件 点

国立映画アーカイブ 6 132 3 55 5 138 5 83 9 161
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役員等 予算（令和 6 年7月1日現在）

理事長・国立新美術館長

逢坂　惠理子　OSAKA Eriko

理事・国立西洋美術館長

田中　正之　TANAKA Masayuki

理事・本部事務局長

石﨑　宏明　 ISHIZAKI Hiroaki

理事

渡部　葉子　WATANABE Yohko

監事

田中　淳　TANAKA Atsushi

茶田　佳世子　CHADA Kayoko

東京国立近代美術館長

小松　弥生　KOMATSU Yayoi

国立工芸館長

唐澤　昌宏　KARASAWA Masahiro

京都国立近代美術館長

福永　治　FUKUNAGA Osamu

国立映画アーカイブ館長

岡島　尚志　OKAJIMA Hisashi

国立国際美術館長

島　敦彦　SHIMA Atsuhiko

国立アートリサーチセンター長

片岡　真実　KATAOKA Mami

収入予算額

令和６年度予算 令和５年度予算

展示事業等収入 1,679 1,504 

運営費交付金 8,050 7,739 

受託収入 0 0 

施設整備費補助金 100 400 

寄附金収入 650 650 

合計 10,479 10,293 

令和６年度予算 令和５年度予算

運営事業費 9,729 9,243 

　　人件費 1,538 1,246 

　　一般管理費 954 804 

　　事業部門経費 7,237 7,193 

受託事業費 0 0 

施設整備費 100 400 

寄附金事業費 650 650 

合計 10,479 10,293 

支出予算額

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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国立美術館へのご寄附のお願い

国立美術館は、日本における芸術文化の創造と発展、国民の美的感性の育成を使命とする美術振興の中心拠点です。美術作品を
約4万6千点、映画フィルムを8万7千点以上所蔵し、毎年多くの方をお迎えしています。また、より美術に親しみ楽しんでいただける
よう、展覧会事業や教育普及事業なども積極的に展開しています。皆さまからのご支援により、こうした活動の充実や、次世代への貴
重な文化財の継承が可能となります。

◉返礼 ： 一定以上のご寄附をいただいた方に、展覧会の招待券や、オリジナルグッズを進呈いたします。

税制優遇について

国立美術館オンライン寄附サイト

独立行政法人国立美術館へのご寄附に対しては、寄附金控除（所得控除）が適用されま
す。寄附金受領の翌月に「寄附者情報」欄にご入力いただいたご住所に領収書をお送り
しますので、確定申告の際にご利用ください。お住まいの都道府県・市区町村が、条例で
独立行政法人国立美術館を寄附金控除の対象法人として指定している場合、個人住民
税額の控除を受けることができます。詳細については各自治体の条例をご確認ください。

寄附の詳細やお申込み方法、各種問合せ等をご案内しています。
また国立美術館各館には、「ご寄附の案内リーフレット」を配置して
あります。

国立美術館では、遺贈を受け付けております。大切な作品を次
の世代に確実に残すことができるよう、ご支援をお願い申し上げ
ます。ご関心をお持ちの方は、国立美術館サイトの「美術館へのサ
ポート」ページをご覧ください。

https://kifu.artmuseums.go.jp/

国立美術館サイト
美術館へのサポート

https://www.artmuseums.go.jp/support

展覧会・上映会

教育普及

調査・研究 所蔵作品・フィルムの修復

建物・設備の整備 情報・資料の収集

国際発信・連携
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各館の概要

東京国立近代美術館 国立工芸館 京都国立近代美術館 国立映画アーカイブ

施設

建物
延べ面積

19,050.6㎡
うち展示面積　4,459.0㎡

3,072.22㎡
うち展示面積　703.76㎡

9,761㎡
うち展示面積　2,604㎡

16,479㎡
うち展示面積　1,365㎡

（相模原分館を含む）

所在地 東京都千代田区
北の丸公園3－1

石川県金沢市
出羽町 3－2

京都府京都市左京区
岡崎円勝寺町

東京都中央区
京橋3－7－6

役割
・

任務

近現代の美術、工芸に関する作
品その他の資料の収集・保管・
展示・調査研究活動等を実施。

近現代の工芸・デザインに関す
る作品その他の資料の収集・保
管・展示・調査研究活動等を実
施。

特に京都・西日本を重点に近現
代の美術、工芸に関する作品そ
の他の資料の収集・保管・展示・
調査研究活動等を実施。

映画文化振興の中枢的機関とし
て、映画に関する収集・保存・活
用・上映・調査研究活動等を実
施。

収蔵作品 ※1 14,013点 4,297点 15,131点 106,572本

入館者数 ※2 808,638人 152,923人 154,637人 93,538人

館長 小松　弥生 唐澤　昌宏 福永　治 岡島　尚志

職員数 ※3･4 37人（23人） 8人 16人 16人

国立西洋美術館 国立国際美術館 国立新美術館 国立アートリサーチセンター

施設

建物
延べ面積

17,369㎡
うち展示面積　4,420㎡

13,487㎡
うち展示面積　3,811㎡

49,709㎡
うち展示面積　14,000㎡ ―

所在地 東京都台東区
上野公園7－7

大阪府大阪市北区
中之島4－2－55

東京都港区
六本木7－22－2

東京都千代田区九段北1－13－
12　北の丸スクエア2階

役割
・

任務

仏政府から日本国政府に寄贈
返還された松方コレクションを中
心に西洋美術に関する作品及
び 資料の収集・保管・展示・調
査研究活動等を実施。

日本美術の発展と世界の美術と
の関連を明らかにするため、主
に1945年以降の現代美術に関
する作品その他の資料の収集・
保管・展示・調査研究活動等を
実施。

国立のアートセンターとして、全
国的活動を行う美術団体の展覧
会等への会場の提供及び新し
い美術動向や 現代作家を紹介
する自主企画展の開催、国際発
信等を実施。

国内外の美術館、研究機関をは
じめ関係者と連携・協力し、アー
ト振興の基盤整備及び 国際発
信と持続的な発展に寄与するた
め、国立美術館のナショナルセ
ンターとしての機能の強化を図り
我が国の美術館活動全体の充
実に寄与する。

収蔵作品 ※1 6,521点 8,301点 ― ―

入館者数 ※2 994,810人 287,976人 1,195,714人 ―

館長 田中　正之 島　敦彦 逢坂　恵理子 片岡　真実

職員数 ※3･4 23人 16人 20人 33人（24人）

※1　収蔵作品は令和 6 年 3月31日現在の数( 寄託作品を含む。）
※ 2　入館者数は令和 5 年度実績（主催事業（所蔵作品展、企画展、国立映画アーカイブ上映会 ·展覧会）の入館者数）
※3　職員数は令和 6 年 4月1日現在の常勤職員の人数。
※4　括弧内は法人本部等を本務とする者の人数。


